
mu r o f u s h i 　 s h i g e n o b u

オ リ ン ピ ア ン か く 語 り き

第 2 0 回

世界が認めた“アジアの鉄人”

S p o r t  H i s t o r y

Copyright © 2013 SASAKAWA SPORTS FOUNDATION. All Rights Reserved.

室 伏  重 信



オリンピ アン かく語 りき 第 20 回　室伏 重信さん

S p o r t  H i s t o r y

オリンピ アン かく語 りき 第 20 回　室伏 重信さん

S p o r t  H i s t o r y

Copyright © 2013 SASAKAWA SPORTS FOUNDATION. All Rights Reserved.01

不滅の日本記録を破ったの
は息子の広治選手
—–陸上の投てき種目は、日本人選手にはあまり向
かないと思われがちです。その中で室伏さんのハ
ンマー投げの日本記録75メートル96は、当時、
不滅と言われていましたね。そんな記録を14年ぶ
りに打ち破ったのが息子さんの広治くんでした。
1998年4月のことです。自分の記録を、息子さん
に抜かれるというのはどんな気分なのですか。

うれしいものですよ、本当に。私の記録は当時で世界ラン
ク12、13番ぐらいでした。世界のレベルはそこからどんど
ん上がっていく。私を抜いていかない限り、次はないので
すから。
陸上競技にとって、記録は宿命なのです。例えばサッ
カー、野球、柔道もそうですが、勝ち負けを競う競技であ
れば、相手に勝つことが大きな目的です。でも陸上競技は
他の競技者に勝つことに加えて、自己の記録に勝つために
自分自身を高め続けていかなければなりません。

—–そうだ、球技や対戦型の競技なら相手に勝てば
いいですけれども。

球技だと、弱いと見られていたチームが勝つ可能性もあり
ます。極端なことを言えば、双葉山と白鵬が相撲をとった
らどちらが勝つのか、やってみなければわかりません。ほと
んど勝てないと思っても、立ち会いで変化したり、フェイン
トがある。でも陸上にはフェイントはないんですよ。

広治選手は十種競技を勧め
られていた
—–広治くんには、いろいろなところでインタビュー
をさせていただいてお世話になっています。好青
年ですよね。

室伏広治の父親譲りの豪快なフォーム

“アジアの鉄人”とうたわれたアスリートがいる。陸上・ハンマー投げで日本選手権優勝12回、アジア大会５連
覇、オリンピック代表に４度も選ばれた室伏重信さんだ。
室伏さんは天賦の才能にただ甘んじることをよしとせず、常に世界を見据え、ストイックに投てき技術を研究し、
たゆまぬ努力を続けて、39歳という年齢でなお日本記録を更新した。
彼の“鉄人”たる由縁は、現役を退いてからも続く。指導者になった彼は、後進の選手に自分の理論を伝えて
いる。その大きな成果の一つが、室伏広治選手と言えるだろう。長男である広治選手は、アテネオリンピック
（2004年）で日本選手史上初めて陸上・投てき種目の金メダリストとなり、また日本選手権では父・重信さん
を上回る19連覇中だ。
今回は“世界の鉄人”を育て上げた室伏重信さんに、息子・広治さんのこと、意外な過去、スランプの乗り越え
方、今後の陸上界などについて伺った。

聞き手／西田善夫　文／山本尚子　構成・写真／フォート・キシモト
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ありがとうございます。あまりに細くてハンマーには向いて
いないと思っていましたから、まさかあそこまで来るとは
思いませんでした。中学３年生のときに一気に身長が伸
びて183、184センチぐらいになったのに、体重は65キロ
ですよ。

—–中学校は、成田でしたか。

いえ、豊田市の保見中学というところです。陸上部には所
属していましたが、身長がぐーんと伸びたときに成長痛が
ありまして、あまり無理させないほうがいいと医者に言わ
れ、ほとんど練習していない状態でした。

—–高校が成田高校ですね。

はい。ハンマーには向かないけれども、高校で何か一つ
チャンピオンになれればと思っていました。あの体形です
から、三段跳び、棒高跳び、短距離ならハードルといった
跳躍系がいいだろうと。投てきをするならやりですね。１年
生のときはオールラウンドでいろいろやっていました。

—–結果的にそれがよかったのではないでしょうか。

そうですね。「その体形だと十種競技がいいんじゃない
か」とよく勧められたんですよ。ただし当時、陸上競技を始
めて間もないころでしたので、スタミナも無く、日本でも通
用しないのではと思いました。

素質とは、体力・体形・センス
の三位一体
—–親御さんという立場で難しいかもしれませんが、
広治くんの素晴らしいところを挙げてみていただ
けますか。

まず、素質があったということでしょう。素質とは、体力・
体形・センスの３つの要素です。体力的な面では、スピード
とジャンプ力があります。短距離選手に負けないようなス
ピードがあり、ジャンプは立ち幅跳びで３メートル60ほど
いっていました。その並外れたスピードとジャンプ力が、軽
量ながらハンマーを飛ばせているんだと思いました。

—–センスの部分ではどうでしょう。

センス、感覚はとくに重要な部分ですね。先天的なものも
ありますが、後天的に獲得できるのです。「スキャモンの発
達・発育曲線」というものがあります。神経系統は３歳か
ら伸び始めて、12歳ごろ、中学生世代でピークになるので
す。ある意味、スポーツ界のみならず、音感教育にしても、
日本の若者の成長はこの時期にかかっているというぐらい
大変重要です。
私は、息子が中学３年のときにハンマーを教えました。当
人が「教えてくれ」と言い出したのです。

—–ほう、本人が。

「陸上をやりたいんだけど、ハンマーも教えてくれ」という
言い方でした。もう中学の卒業間際でしたね。３カ月教え
ました。

室伏広治の闘志溢れる投てき（2004アテネオリンピック）
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広治さんが10歳のとき
ハンマー投げの感覚を
磨いた
実はそれより前、10歳のときに一度、ハンマーの手ほどき
をしていたのです。

—–え、10歳からハンマーですか。

多少重量はあるのですが、おもちゃのハンマーです。それ
を私の見よう見まねで、めちゃくちゃに回していました。遊
びの中でですから、当然、動きに問題がありました。そこ
で「しっかり教えるからやってみるか」と聞いたところ、本
人が「やる」と答えたのです。
ハンマーを持たせずに、フットワークとハンマーの動かし
方について教えました。“空（から）ターン”というのです
が、それを３日間、毎日５～６時間やって、本人はついてき
ましたよ。

—–はあ。

それが感覚の養成です。そのときから別人のような投げ
方になりました。野球のイチロー選手を見ればわかるよ
うに、体力・体形が多少劣っていても、感覚面で優れてい
れば一流選手になれるのです。今でいえば、体操の白井
健三選手ですね。高校生でしたっけ

—–はい、幼いころからトランポリンで空間の感覚
を身につけたといいますね。

そうでしょう。私は大学生の指導をしていますが、感覚の

面でいえば、大学生になってからでは遅いかなという気が
しています。
私は息子も、娘の由佳も、生後５、６カ月のときに手のひ
らに乗せてみたことがあります。そうすると、一生懸命バ
ランスを取るんですよ。転がらないようにバランスを取って
いる感覚が私の手のひらに伝わってくる。無理は駄目です
が、実際はそのくらいから感覚を磨き上げることは可能で
はないかとも思っています。

—–感覚を磨くトレーニングのノウハウというのは、
何かあるのでしょうか。

私は私なりに考え、大学のゼミで子ども達を集めて、マット
運動やボールを使ってやっています。本当は、幼児期に集
中的に感覚の訓練をする機関のようなものがあるといい
のですけどね。

オリンピックと世界選手権で
の優勝はすごいこと
—–もっと息子さん自慢をしてください。

いやいや。自慢というより、これだけの結果を出してきたこ
とがすごいなと思います。日本の陸上競技でオリンピック
金メダリストは数えるほどしかいません。戦前では、アムス
テルダム大会（1928年）三段跳びの織田幹雄さん、ロサ
ンゼルス大会（1932年）三段跳びの南部忠平さん、そして
ベルリン大会（1936年）で同じく三段跳びの田島直人さ
んです。戦後だと、女子マラソンの高橋尚子さん（2000年
シドニー）と野口みずきさん（2004年アテネ）、それから息
子です。

室伏由佳も円盤、ハンマーの選手として活躍

室伏広治がアテネオリンピック（2004）で金メダルを獲得
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２メートル10センチはあったんじゃないですかね。私の家
に３、４回来られたのですが、脱いであった靴がそれはも
う大きくて。私の足のサイズは28センチほどですが、運動
靴ごとすっぽり不動岩の靴に入りそうでした。35センチは
あったかなあ。ジャイアント馬場さん並みですよ。

—–相撲での得意技は？

私は筋肉質で足腰が強かったので、得意な技以前に、同級
生は相手になりませんでした。父が講道館の柔道四段、母
も陸上の選手で短距離と砲丸をやっていて、そういう血を
引いたのでしょうね。相撲勘もよかったらしく、何番とって
も疲れませんでした。

ローマオリンピックで
砲丸投げに興味を持つ
—–相撲取りになろうという決意は、その後もずっと
持っていらしたのですか。

はい、持っていました。上京する列車まで決まっていたんで
す。とても行きたかったのですが、実はもう一つ、勧誘され
ていたことがありまして、それが陸上でした。
といっても、陸上をやっていたわけじゃないんです。きっか
けは1960年のローマオリンピックでした。テレビが普及し
始めたころで、中学３年だった私もテレビで見ていました。

—–そうか、６人しかいないんですよね。

そのうえ世界選手権でも優勝しているので、すごい、よく
やったという思いです。ある意味、私は息子の記録を世界
一だと思っているのです。

—–それはどういうことですか。

ドーピングがグレーゾーンだった時代がありますので
ね。ハンマー投げで好記録として残っているのは、全部、
1980年台に樹立されたものです。これ以上はあまり言い
たくありませんが、私にとって息子の記録は世界記録でな
くても偉大なものとして受け止めています。

時津風部屋に
入門の予定だった
—–室伏さんご自身は、相撲取りにあこがれていて、
相撲部屋から声がかかっていたというのは本当
でしょうか。

本当です。私は沼津市に住んでいました。1945年10月生
まれなのですが、出生地は中国の河北省です。生まれてす
ぐ、その年の12月に日本に引き揚げてきました。

—–生後２カ月でですか。

よく生きていたなと言われます。戻ってきたのは、両親の出
身地の沼津でした。港町で神社があり、奉納相撲というの
があったんです。私は小さいころから相撲が強くて、中学３
年の時点で相手になる人がいなくて、「青年の部」に出さ
せられました。みんな漁師で、屈強な身体をした青年なの
ですが、そこで３人抜きで優勝したんですよ。

—–中学生が大人を相手に？

当時で178センチ、体重も78キロぐらいありましたからね。
時津風部屋に入門しないかという話が来ていました。その
部屋には不動岩という力士がいたのですよ。

—–ああ、いましたね。ものすごく大きい力士。
USA在外研修時代

（後ろに写っているのが広治君、由佳さん）                                                                                            
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—–ローマ大会から、テレビ中継が始まりましたから
ね。

はい、いろいろ見ましたが、私は砲丸投げに興味を持ちま
した。オブライエン（米国）という選手が開発した、投げる
方向に背を向けて後ろ向きにステップするあの投法が興
味深くてね。

—–へえ。中学のとき、何か部活動はされていたので
すか。

サッカーとバレーボールは１年生のときに始めたのですが、
すぐ辞めてしまいあとはとくにやっていませんでした。それで
中３になってローマオリンピックを見て砲丸投げが面白い
と思って、家の近くで手頃な石を探して、砲丸投げの真似事
をしてみたのです。ちょうど相撲大会で優勝したころのこと
です。

—–ほう。

そのうち、本物の砲丸をど
うしても投げたくなって、
中学校に行きました。陸
上部はなかったのですが、
大会のため生徒を集めて
練習会のようなものをやっ
ていました。そこで砲丸を
借りて投げてみたら、先生
に「おまえ、結構行ってい
るぞ」ということで、２週
間ほど練習して、沼津市の
中体連の陸上競技大会に
出場して、13メートルを超
えて２位になりました。

わずか２週間の練習で
砲丸投げと三段跳びで
好成績
—–優勝しないところが奥ゆかしいですね。

いや、勝った種目は他にあって、それが三段跳びでした。

—–え？　いつ、やっていたのですか。

それも見よう見まねですよ。２週間の練習で、左足で踏み
切って左足でホップし、次に右足でステップしてジャンプとい
うことを教わって、12メートル30くらい跳びました。両方とも
練習を続けて記録は伸びていき、陸上でも勧誘されていた
のです。

—–三段跳びと砲丸投げという組み合わせはよくあ
るのですか。

いや、まずないでしょう。でも私は千代の富士さんとは面
識がありませんが、千代の富士さんもなんと砲丸と三段跳
びの両方をやっていたそうですよ。そして、陸上を続けた
かったのに、嫌々相撲に進んだという話を聞いたことがあ
ります。

—–室伏さんと逆だったのですね。千代の富士関も足
腰の強い力士でしたものね。

相撲部屋への入門は
高校を出てからでも
遅くない

—–相撲に進むことを辞め
たのは、陸上のためで
すか。

いや、私は依然として相
撲部屋に行こうと思ってい
て、父も了承してくれていま
した。でも祖母が占い師に
聞いて「ケガをするぞ」と
言われたり、いろいろな方
と相談したようなのです。
そのうちに陸上の勧誘が来て、相撲は高校を出てからでも
遅くはないのではないかと思うようになり、３年間みっちり
と陸上で足腰を鍛えて、そのあと入門すればいいかと思い
直しました。

日大三島高校時代の砲丸投げ

相撲部屋での稽古風景
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—–相撲をあきらめたわけではなかったのですね。結
局、日大三島高校に進学されました。ハンマー投
げは高校で始めたのですか。

はい、体が大きいということで投てき種目を始めました。
砲丸だけでなくハンマーも円盤もです。本格的な練習を始
めると、まず走ることからですよね。もう疲れてしょうがなく
て、嫌になってよくさぼりました。「相撲なら疲れないのに」
と何度も思いましたよ。

—–なるほど。

その割りに、当時は円盤の回転投法も知らないのに、立
ち投げで40メートルとか、砲丸も記録をどんどん伸ばして
いきました。

相撲よりオリンピックのほう
が面白いかもしれない

—–ハンマー投げはどうでしたか

さすがに難しかった。１回転でもなかなか難しくて、ようや
く２回転ができるようになったのが夏休みごろ。それで試
合に出るようになりました。高校生のハンマーの重さは12
ポンドです。ボウリングの球の重さで考えていただくとわか
りやすいでしょうか。45～46メートルという私の記録は、
当時の静岡県で４，５番でした。１年生ではインターハイに
は出られませんでしたが、ちょうど静岡県で全国インターハ
イが開催されたので観戦に行ったら、優勝記録は55メー
トル。「これならすぐに超えられるぞ」と思いました。

—–そう思うところがすごいなあ。

秋になって３回転を覚えてからは、記録を一気に10メート
ル以上伸ばし、高校チャンピオンの記録を超えたんです。
そのへんから陸上も少しは面白いなと思い始めましたが、
気持ちはまだ相撲のほうにありましたね。

—–なんとまあ。

１年の冬にトレーニングで地道に力をつけ、２年のイン
ターハイは60メートル台で優勝しました。その秋には64
メートル台というそれまでの高校記録を大きく破る記録を
出しました。このあたりからですかね。「ひょっとすると、相
撲よりオリンピックのほうが面白いかもしれない」と思い
始めたのは。

—–エリートしか味わえない気分ですね。

高３のインターハイでは、ハンマー、砲丸、円盤で優勝。そ

の翌1964年が東京オリンピックというときでした。

日本大学の２先輩とともに
練習
—–ではオリンピックを手の届く目標として意識し始
めて、日本大学へ進学されたのですね。

はい、でも大学入学後は大スランプになって苦しみました。
ハンマーの重さが12ポンドから16ポンドになると、飛距離
は10メートル以上落ちるのです。
12ポンドだった高校時代は66～67メートルを投げていま
したが、16ポンドになった途端、記録は56～57メートル

ニューデリーアジア大会（1982）で金メダル獲得

日大時代、陸上部の仲間と
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私はミュンヘン、モントリオール（1976年）、モスクワ（1980
年）、ロサンゼルス（1984年）と４大会の代表になりました
が、いちばん印象深いのがこの大会です。
というのは、私はメキシコ大会への挑戦が失敗する前、練習
量だけで乗り越えようと猛練習をした結果、３年もの間、ス
ランプを味わいました。菅原さん、石田さん以上の練習量をこ
なしましたが、それだけでは駄目でした。“心技体”と言います
が、体力と精神力には問題はないと判断していました。

—–足りないものは“技”ということですか。

そうです、そのことにようやく気づいたのです。まだビデオ
のない時代、私は菅原さんや石田さんの投てきフォームは
毎日見ているのに、自分のフォームを見たことがありません
でした。当時、私の選手生活は半日、会社（大昭和製紙）
で勤務をして、半日を練習に充てるという毎日でした。投て
きフォームを８ミリカメラでいろいろな角度から撮影して、
現像するのに１週間以上かかりました。それをグラウンド
にも行かず、夜中までずーっと観察して、ひたすらハンマー
のことを深く考えました。

—–何か見えてきましたか。

「ああ、こんなゴツゴツしたフォームなんだな」と。無駄な
ところに力が入り、地面にしっかり力を伝えられていないこ
とに気づきました。
自分のだけでなく、菅原さん、石田さん、メキシコオリン
ピック金メダルのジボツキー（ハンガリー）、銀メダルのク
リム（ソ連）等のフォームの比較もしました。それから３～
４週間、古いフォームと訣別する意味で、私はあえてハン
マーに触ることをしませんでした。そんな時間をおくってい
ると、いろいろアイデアが閃いてきて、違う世界が見えてく

になりました。東京オリンピックの出場標準記録は63メー
トルですから、私は全く出場できるレベルにありませんで
した。そこで次に狙ったのが、私が大学を卒業した年に開
催されるメキシコオリンピックでしたが、それも失敗しまし
た。

—–僕はね、室伏さんの試合の実況をしたことがあ
るのですよ。広島勤務時代に、織田幹雄記念国
際陸上競技大会が新設されて。1967年４月29日
だったと記憶しています。

ああ、はいはい。

—–室伏さんと、リッカーミシンの菅原武男さんと東洋工
業の石田義久さんの競演でした。陸上では、ともす
るとフィールド競技はトラック競技の脇役的扱いに
なってしまうのに、この３選手がそろうとメーンイベ
ントになるのですよね。先輩アナウンサーから、「お
まえのほうが出番が多いな」と茶化されましたが、強
かったし面白かったですね。

ありがとうございます。

—–「私は室伏広治選手のお父さんの実況をしたんだ
よ」と話すと、皆さんから「へえー」と驚かれますよ。
室伏さんはライバルに恵まれましたね。

そうですね。菅原さんは７歳上で、石田さんは１歳上。お二
人とも日大の先輩なので、同じグラウンドで練習していまし
た。菅原さんはたしか、当時、日本記録保持者でした。東
京オリンピックの優勝記録がクリムというソ連の選手で
69メートル74。菅原さんの記録は67メートル台でしたの
で、世界に近いレベルにありました。
投げるだけでなく、ダッシュ、ジャンプ、ウエートトレーニン
グなど、その練習方法はとても参考になりました。

—–お手本がすぐ近くにいて、ライバルがいて、いい環境
だったのですね。

“技”を探求し壁を打ち破る
—–1972年のミュンヘン大会で、念願のオリンピック
初出場となりましたね。

初めて参加したミュンヘンオリンピック日本選手団入場行進
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る。そこでようやくグラウンドに行き、感じたままに体で表
現してみることで、初めてフォームが改善されていったの
です。

—–スポーツとはアイデアと閃きを体現することであ
る、と。

はい、そうやって自分の壁を破り、そこからが私の真のス
タートとなりました。

—–大きな壁にぶつかり打ち破ったことは、貴重な
体験だったのですね。

その経験がなければ、指導者としての私はいませんでした
し、息子や娘の指導もできなかったでしょうね。

つまるところ「いかに楽に遠く
へ飛ばすか」
—–その試行錯誤の中から、新たな投てきフォームが
誕生したのですか。

ええ、若い選手は力だけに頼りがちですが、力まかせでは
外国の体格の大きな選手たちに太刀打ちできません。です
から、もっと体の反動を上手に利用しようと思いました。体
をひねってひねり戻す力と、体を移動しながら倒れていく
力の利用。地面の反発力を高めるための姿勢と重心の位
置。最後に、振り切るときに左半身をブロックして投げるこ
と。この４つを組み合わせながら技術の探究を進めていき
ました。

—–ほう、４つのポイントがあるのですね。

上りエスカレーターに乗りながらさらに歩いていくとか、
ヨットで帆に風を受けて進むのと同じような、外部の力を上
手に取り入れる理論が活用できるのではないかと思ったの
です。
手や腕は、力を入れると疲れてきつくなっていきます。でも
体幹はかなり使ってもきつさをあまり感じません。要は「い
かに楽をして遠くへ飛ばすか」を追い求めればよいのです
が、それはすなわち「いかに腕に頼らず体幹でコントロール
するか」という結論に至ったわけです。

—–ふうむ、自分の持っている体力を無駄なく上手に
転化させて遠くに飛ばす技術につなげる。それが
最高の部分で融合すると新たな記録が生まれる
ということでしょうか。それが広治さんにも受け継
がれたのですね。

陸上競技がどのスポーツより
も難しい理由

私はね、陸上競技はどんなスポーツより難しいなと思うん
ですよ。あるいは、民族の戦いだなと。だって走ることにお
いては、完全に黒人選手が有利です。

—–それはそうですね。

北京オリンピックのときは、男子は100メートルに始まっ
てマラソン、さらにハードルや3000メートル障害そしてリ
レーにいたるまで、優勝者は全部黒人選手でした。

—–たしか1960年のローマ大会で優勝したアルミ
ン・ハリー（西ドイツ）は白人選手でした。

ミュンヘン大会（1972年）の優勝者ボルゾフ（ソ連）も白
人選手でしたが、それ以外、圧倒的に黒人選手が有利とい
うことですよ。
その原因は、体形から来ていると思っています。頭が小さ
く、手足が長いことに加え、一番重要なのは、重心が前の
ほうに来ているのです。つまり、臀（でん）筋が発達してい
るのですよね。

ライバルだった石田義久選手
（1968メキシコオリンピック）

ライバルだった菅原武男選手
（1968メキシコオリンピック）
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—–ああ、なるほど。

円盤投げでは、世界のトップクラスは平均身長２メートル
ほどもある白人選手です。何よりリーチが長い。そう考える

と、黄色人種は不利ですよね。

—–心と技がそろっても体格面のハンディキャップは補
いきれない部分がある。そこが陸上競技の難しさな
のですね。

４回転投法に取り組んだの
は30歳を過ぎてから
—–室伏さんが３回転から４回転に切り換えたのはい
つごろでしたか。ずいぶん話題になりましたよね。

モントリオール大会（1976年）の１年前ですから、30歳を
過ぎてからです。私は70メートルを初めて超えたころは、
まだ３回転投げだったのですが、コンスタントにあと２～３
メートル伸ばしたいと考えて取り組みました。菅原さんも、
1964年に東京オリンピックに出場した岡本登さんもやっ
てはいましたが、サークルから足が出てファウルになるリス
クが避けられませんでした。私は回転しろと言われれば10
回転でもできますが、それだと投げた瞬間にスピードが落
ちてしまうのです。４回転の技術は、時間をかけて確立し
ていきました。

—–39歳にして日本記録を更新できた秘訣はそこに
あったのですね。

—–臀（でん）筋というのは？

お尻の部分の筋肉です。我々は絶えず重力に対して反発
し行動しているのですから、足を一歩前に踏み出したとき
に、うまく前脚に重心が乗ることにより踏ん張る力が大き
くなるのです。
今、高校生の桐生祥秀選手に100メートル10秒切りの期
待がかかっていますが、世界では10秒の壁を破った選手
は何名いると思いますか。

—–うーん、どのくらいでしょう。

手動計時の時代に９人いて、電動計時になってからは89
人ほどいます。それほど多くいるのに、白人選手は、フラン
スのクリストフ・ルメートルただ一人。黄色人種はおりませ
ん。ここを科学していかなければいけませんね。日本選手
との違いを分析して補っていこうとすれば、大ざっぱに言
えば重心を前にもってくるために背筋を強化することが考
えられます。
これが跳躍種目になると、黒人選手と白人選手の割合は
同じぐらいなんですよ。

—–ほう。

棒高跳びは黒人選手は少ないですが、それ以外の種目は
男女含めて半 ぐ々らいですね。

投てき種目は白人選手が
優位にある

投てき種目になると、今度は白人選手が圧倒的に多いの
です。

—–ああ、そうですね。なぜですか。

まず筋肉の量なんですよ。筋の横断面積１平方メートルあ
たり大体４～６キロの出力をします。筋肉の量が圧倒的に
多いのは白人選手と黒人選手ですが、種目で差が出るの
は、黒人選手は感覚のデリケートさが求められる種目は意
外とよくないんです。リズム感は優秀なはずですが、競技に
おいては少々雑なんですよ。ですからハンマーみたいに緻
密さが求められる種目は難しいようなのです。

ロサンゼルスオリンピック（1984)での投てき



オリンピ アン かく語 りき 第 20 回　室伏 重信さん

S p o r t  H i s t o r y

Copyright © 2013 SASAKAWA SPORTS FOUNDATION. All Rights Reserved.10

ハンマー投げを通して自らを
高めていく喜び
—–40歳でアジア大会５連覇を果たしたときはもう
満身創痍だったそうですが、そこまでハンマー投
げを続けていらした喜びはどこにあったのでしょ
う。

私のころはアマチュアでしたから、ハンマー投げはお金に
はなりませんでした。地位や名誉のためでもなく、ただひた
すらハンマーを通して自分を高めていく喜びを突き詰めて
いましたね。

—–きょうのお話の中にもたくさん出てきましたが、調
べてみると室伏さんにはたくさんの明言があるの
ですよね。
「先を行くライバルがどうしてうまくいっている
か分析して自分のものにする」、「スランプは大
切なこと」、「指導者は教え子に考えさせろ」、こ
のあたりはきょうのお話の中で語っていただけた
部分でしょう。もう一つ、「昔を振り返らず、先を
考えていく」というのもあります。

ああ、物事すべてがそうですね。私は前しか見ていません。
過去の出来事で参考になる部分は活用します。でも過去
を振り返ることはしません。ですから、私にはストレスはあ
まりないですね。振り返らないから後悔もしない。これか
らの生き方、ハンマーの動きをこうすればまだいくんじゃな
いかなど、ひたすら前を見て次のことを考えるのが面白い
のです。

広治選手の将来
—–広治くんの話に戻りますが、私は将来的に彼に
は陸上界にとどまらず、日本のスポーツ界を率い
ていくリーダーシップを期待しているのですが、
父親の目から見ていかがでしょう。

どうなんでしょう。どんなか
たちであってもスポーツに
携わっていくことは間違い
ないと思うんですね。私と
してはもう無難に無理せず
生きてもらいたいところで
すが、まあ、本人には野心
があるかもしれません。私
はそういうことがあまり好
きではないので、よくわかり
ません。

—– IOC（国際オリンピック委員会）委員就任のチャ
ンスもありますし。いろいろなインタビューを聞
いていると、広治くんは意外とユーモアがありま
すよね。非常に魅力あふれる面白さがあります。

ユーモラスというのは彼本来のものですね。ただ世界の
トップになると言葉を選ばなければいけないということ
を、本人は身に染みて感じているのでしょう。常にメディ
アが注目していますしね。

—–言葉を選んでいるというのはよくわかります。彼
の言葉の選び方は、何を話したいかがよく伝わっ
てきます。これは指導者に求められる優れた資質
だと思いますね

ニューデリーアジア大会（1982）での投てき

室伏広治がアテネオリンピック（2004）で
金メダルを獲得
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公的機関を活用しての
セカンドキャリアを
—–アスリートのセカンドキャリアについて、室伏さ
んはどのようにお考えですか。

とても重要なものです。でも我々のころより状況は悪くなっ
ていると感じています。

—–と言いますと？

筋力のピークは、一般
的に男性は28歳、女性
は26歳ぐらいでやって
きます。大学を卒業した
後ですよ。記録を伸ば
すには、大学卒業後に
頑張る必要があるとい
うことです。ただし、投
てきの練習は５～６時
間かかります。投げて、
ウエートトレーニング、
ジャンプ、ダッシュ、さら

に休息をとることも大事ですから、定時勤務の生活は無理
なのです。
しかし、仕事は絶対に必要です。競技だけに偏った生活を
していると社会性を失ってしまいます。でも現状を見ると、
陸上競技は長距離の選手以外、なかなか就職できませ
ん。長距離の場合は駅伝がありますから就職口はありま
す。それ以外の種目は、日本記録保持者ですら難しいんで
すよ。私の現役時代に比べても、はるかに状況はよくない
でしょう。

—–スポーツを取り巻く環境は悪くなっていると。

陸上だけに限ったことではないかもしれません。アスリー
トの能力は特殊なものです。一般の仕事になじむのは大
変だと思います。ですから、企業が担っていた部分をほか
に転化していくことを考えたほうがいいのではと考えてい
ます。

—–例えば？

役所などに勤めることも一つの手じゃないかと思うんです
ね。本人はもちろん努力しなくてはなりませんが、消防署、
警察署といったところも考えられます。

—–つまり浮き沈みのある私企業ではなく、国や市
町村のいわゆる公的機関がよいのではないか
と。

そうです。役所関係であれば、引退後、地元に戻って、仕事
をしながらスポーツの指導をすることも考えられるでしょ
う。自分の特性を活かせるそういう場で働くチャンスを設
けていただくことが、一番ありがたいなと思っています。

—–2020年の東京オリンピック・パラリンピック大会
を機に、変わっていけるといいですね。

生涯スポーツの習慣を定着
させるプログラム
—–ではスポーツ行政の面で、今後あるべき姿につい
てはいかがでしょうか。

人間は他の生き物と同様に、刺激に対して反応します。
徐々に反応していき、適応していくことでレベルアップを
図るのです。スポーツは運動刺激です。我々がスポーツに
よって高めていくところは、肉体と精神、つまり体と心しか
ありません。この２つに刺激を与え続けていくことが必要
なのです。これらが実現可能な環境を整備することです。

広治君と共に日本陸連勲功章を受章（2012）
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—–つまり、スポーツ環境ですね。

そうです。適応能力は加齢によって鈍化する傾向がありま
す。このままにしておくと、今後、日本の医療費はさらに莫
大になってしまうでしょう。ですから目、鼻、皮膚、筋肉、循
環器・呼吸器、すべての器官、神経系統に刺激を与える生
涯プログラムを、このオリンピックを機に構築できるといい
と思いますね。
ハコモノの整備だけに終わらせず、生涯スポーツ習慣を定
着させる。高齢社会において、活動的な高齢者を増やして
いく。私はお年寄りには能力もあるし、仕事を続けていけ
るのならそれがいいと思うんですよ。

—–アクティブに暮らしているうちはいいですが、足
腰が弱って動けなくなるとつらいですからね。

そうです。今、高齢者でリハビリをしている方は多くいらっ
しゃいますが、それ以前にリハビリの必要が生じないよう
に鍛えておく方向にシフトすべきですね。

スポーツの刺激で
向上心を呼び覚まそう

陸上に絞っていえば、日本ではサッカーや水泳はクラブス
ポーツとして成立しています。でもだからといって、みんな
が野球やサッカーといった人気スポーツに流れていってい
いのだろうかという視点が重要でしょう。

—–人は千差万別ですからね。

だからこそ、各人の体力・体形・センスに合った競技に進め
る土壌がもっと欲しいのです。体操でいい選手がどんどん
出てきているのは、システムづくりがうまくいっているからだ
と思います。

—–競技団体の在り方というところに落とし込んでい
くとどうなるでしょうか。

各競技団体とも厳しいものがあると思いますよ。スポーツ
はお金という価値観だけでははかれないものです。スポー
ツの楽しさや向上心をいかに植え付けていくのか。テレビ
中継は野球やサッカーばかりですが、もっといろいろな分
野にスポットを当ててもらうためにはどうしたらよいのか。

—–やはりテレビの影響は大きいでしょうね。

目から入る刺激ですから、何かしらのスポーツを始めるきっ
かけになるケースが多いですよね。そのほか、一人ひとりの

コーチとしてスタンドで見守る（2008北京オリンピック）
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経済的負担についても最小限で済むような配慮を考えて
いかないと。

刺激によって自分を高めるこ
とは生きがいにつながる
—–スポーツによって心を鍛える、つまり人間教育とス
ポーツの関係についてはどうお考えですか。

その人を高めるためのスポーツで、体罰は絶対に駄目で
す。それと押しつけの指導も駄目。私は息子を指導したと
き、ある程度までぐーっとリードしてレベルアップさせたこ
とがありますが、どこまで上げていくかの設定を間違えて
はいけません。やり過ぎてしまうケースが往々にしてあるわ
けです。
とくにスポーツのトレーニングにおいては、意識付けが明
確でないとあまり効果は上がりません。今はこういう目的
でやっている、これをやればこう伸びるということを選手
に伝えるステップは不可欠ですね。

—–やらされるトレーニングではなく、理解し納得し
て行なうのですね。

ええ。人間には向上心があるので、刺激によって高まりた
いという願望があります。それはスポーツに限らずですね。

自分が高まることによって、喜びや幸せを感じて、さらにそ
れが自信になり、最終的に生きがいや生きる活力源になる
のです。

将来のビジョンを
明確に描き出そう
—–2020年東京オリンピック・パラリンピックに期待
することは、ズバリ何でしょうか。

スポーツだけでなく、文化も政治も経済も、すべてが転換
できるチャンスになるでしょう。刺激に自分を適応させれば
よいのですから、「こういう人間になりたい、こうありたい」
と思えば、心も体もそうなれるのです。
問題なのは、政治や経済もそうかもしれませんが、目標を
上手に立てられなくなっているのではないかということで
す。目標を持つと人間は強い。その方向に真っ直ぐ注力で
きますからね。ですから、オリンピックのことだけではなく
て将来のビジョンをクリアに描き出すチャンスだととらえて
います。

—–2020年以降のことも含めて考えるのですね。

それができたら、日本は世界をリードできる存在になれる
でしょう。あらゆる分野でチャンスが生まれると思います
よ。

—–いやあ、面白いお話をたくさん伺えました。どうも
ありがとうございました。

コーチとしての鋭い視線



陸上の歴史

・・・・世相・・・・室伏重信氏 略歴
S p o r t  H i s t o r y

この年から全国都道府県対抗男子駅伝では
天皇盃、女子駅伝では皇后盃がそれぞれ
優勝チームに授与された

青木半治名誉会長が94歳で逝去

第13回世界ジュニア選手権男子200mで
飯塚翔太が日本人男子初の金メダル獲得

広州で第16回アジア競技大会開催
女子100・200mの福島千里が2種目
金メダル獲得

公益財団法人へ移行

第13回テグ世界選手権男子ハンマー投で
室伏広治が男女マラソン以外での種目では
日本人初となる金メダル獲得

ロンドン五輪、男子マラソンで中本健太郎が6位
入賞男子ハンマー投で室伏広治が銅メダル獲得

平成 22

平成 23

平成 24

2010

2011

2012

福岡で日本初のIAAFグランプリファイナルが開催

第7回世界室内選手権を前橋で開催

シドニー五輪女子マラソンで
高橋尚子が金メダル獲得
日本陸上界女子選手として初の金メダル

第8回エドモントン世界選手権男子400mハード
ルで為末大が男子トラック種目初の銅メダル、
男子ハンマー投で室伏広治が投てき種目
初の銀メダル獲得

第9回パリ世界選手権男子200mで末續慎吾が
男子短距離種目初の銅メダル獲得

アテネ五輪男子ハンマー投で室伏広治が
投てき種目初の金メダル。女子マラソンで
野口みずきが金メダルを獲得し、日本女子
マラソンは五輪2連覇

第10回ヘルシンキ世界選手権男子400m
ハードルで為末大が銅メダル獲得。
エドモントンから2大会ぶり、トラック競技で同一
選手2個のメダルは日本人初

第34回世界クロスカントリー選手権が
アジアで初めて福岡市で開催。
女子がシニアとジュニアの団体銅メダル獲得

第1回東京マラソン開催。エリートランナーと
９万人を超す応募者から抽選で選ばれた
市民ランナー3万人が参加

猛暑の大阪で第11回世界選手権開催、
女子マラソンで土佐礼子が銅メダル獲得

北京五輪男子4×100mリレーで日本
（塚原直貴、末續慎吾、高平慎士、朝原宣治）が
3位となり、男子トラック種目初の五輪
銅メダル獲得

第12回ベルリン世界選手権男子やり投で
村上幸史が同種目日本人初の銅メダル獲得
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2009

第1回東京国際女子マラソンが初のIAAF公認の
女子マラソン大会として開催

第1回都道府県対抗女子駅伝が
京都西京極競技場で開催、千葉県が優勝

世界初の国際駅伝競走となる
第1回横浜国際女子駅伝を開催。ソ連が優勝

第1回世界陸上競技選手権大会（以下、
世界選手権）がフィンランドのヘルシンキで開催

第1回ワールドカップマラソン、広島で開催

IAAF評議員会にて第3回世界選手権の開催地を
東京に決定

第1回東芝スーパー陸上を国立競技場で開催

IAAF総会が東京で開催され青木半治陸連会長が
IAAF副会長に選出される

第3回世界選手権を東京で開催。
男子マラソンで谷口浩美が金メダル獲得。
世界新記録が３種目で誕生

バルセロナ五輪女子マラソンで有森裕子が
人見絹枝以来日本女子陸上選手64年ぶりの
銀メダル獲得

第4回シュツットガルト世界選手権女子マラソンで
浅利純子が金メダル獲得。五輪・世界選手権を通
じて日本人女子初の金メダル

日本陸連創立70周年

アトランタ五輪女子マラソンで
有森裕子が銅メダル獲得

1979
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1987

1988
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1992

1993

1995
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IAAF総会（ブリュッセル）で日本の国際復帰承認

第1回全国高等学校駅伝競走（大阪）、
広島の世羅高校が優勝

ニューデリーで第１回アジア競技大会開催、
33種目中20種目に優勝

日本陸連、創立30周年

秩父宮章が制定され、三ツ沢で第1回受章者の
平沼亮三他70名に秩父宮妃殿下から授与。
平沼亮三がスポーツ界初の文化勲章を受章

第3回アジア競技大会、国立競技場を
中心に開催

東京五輪への選手強化のために日本陸連、
実業団、学連、高体連、中体連の5団体が
5者協定を結ぶ

日本陸連事務局がお茶の水から
渋谷区神南に移転

東京五輪開催。男子52名、女子16名が参加、
円谷幸吉がマラソンで戦後初のメダルとなる
銅メダル獲得

日本陸連が文部省より財団法人としての
認可を受ける

日本陸連がアマチュア規則を改正し、
ナンバーカード広告を承認。
10月、国内史上初の「CMゼッケン」が登場

8カ国陸上（アメリカ・ソ連・西ドイツ・イギリス・フ
ランス・イタリア・ポーランド・日本）開催。スポン
サーの名称を冠する初の「冠（かんむり）大会」と
なった

1950
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1958

1961

1964

1971

1977

1978
日中平和友好条約を調印1978

アポロ11号が人類初の月面有人着陸1969

ロッキード事件が表面化1976

東海道新幹線が開業1964

大日本体育協会発足。わが国最初の
陸上競技界の組織

ストックホルム五輪に三島弥彦（男子100m、
200m）金栗四三（男子マラソン）が日本から初
参加

第1回全国陸上競技大会（後の日本選手権）を
陸軍戸山学校で開催

パリ五輪男子三段跳で織田幹雄が
全競技を通じて日本人初の入賞となる6位

全日本陸上競技連盟が創設

第9回IAAF総会で大日本体育協会に代わり
全日本陸上競技連盟が、わが国の陸上競技界
統括団体として加盟

アムステルダム五輪男子三段跳で
織田幹雄が金メダル
（全競技を通じて日本人初）
女子800mで人見絹枝が銀メダル
（全競技を通じて日本人女子初）獲得

競技場の公認、器具、機材の検定制度発足

ロサンゼルス五輪男子三段跳で南部忠平が
世界新記録で金メダル獲得

ベルリン五輪男子三段跳で田島直人が
世界新記録の金で日本人同種目３連覇

東京・お茶の水に岸記念体育会館が完成

戦争で中断されていた本連盟の組織復活
日本陸上競技連盟と称す

第30回日本選手権兼第1回国体（国体は以降毎
年分離開催）を京都西京極競技場で開催
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朝鮮戦争が勃発1950

安全保障条約を締結1951

日本の高度経済成長の開始1955

オイルショックが始まる1973

1945 室伏重信氏、中国河北省に生まれる

1972 室伏重信氏、ミュンヘン五輪出場

1976 室伏重信氏、モントリオール五輪出場

1947 日本国憲法が施行

1945 第二次世界大戦が終戦
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陸上の歴史

・・・・世相・・・・室伏重信氏 略歴
S p o r t  H i s t o r y

この年から全国都道府県対抗男子駅伝では
天皇盃、女子駅伝では皇后盃がそれぞれ
優勝チームに授与された

青木半治名誉会長が94歳で逝去

第13回世界ジュニア選手権男子200mで
飯塚翔太が日本人男子初の金メダル獲得

広州で第16回アジア競技大会開催
女子100・200mの福島千里が2種目
金メダル獲得

公益財団法人へ移行

第13回テグ世界選手権男子ハンマー投で
室伏広治が男女マラソン以外での種目では
日本人初となる金メダル獲得

ロンドン五輪、男子マラソンで中本健太郎が6位
入賞男子ハンマー投で室伏広治が銅メダル獲得

平成 22

平成 23

平成 24

2010

2011

2012

福岡で日本初のIAAFグランプリファイナルが開催

第7回世界室内選手権を前橋で開催

シドニー五輪女子マラソンで
高橋尚子が金メダル獲得
日本陸上界女子選手として初の金メダル

第8回エドモントン世界選手権男子400mハード
ルで為末大が男子トラック種目初の銅メダル、
男子ハンマー投で室伏広治が投てき種目
初の銀メダル獲得

第9回パリ世界選手権男子200mで末續慎吾が
男子短距離種目初の銅メダル獲得

アテネ五輪男子ハンマー投で室伏広治が
投てき種目初の金メダル。女子マラソンで
野口みずきが金メダルを獲得し、日本女子
マラソンは五輪2連覇

第10回ヘルシンキ世界選手権男子400m
ハードルで為末大が銅メダル獲得。
エドモントンから2大会ぶり、トラック競技で同一
選手2個のメダルは日本人初

第34回世界クロスカントリー選手権が
アジアで初めて福岡市で開催。
女子がシニアとジュニアの団体銅メダル獲得

第1回東京マラソン開催。エリートランナーと
９万人を超す応募者から抽選で選ばれた
市民ランナー3万人が参加

猛暑の大阪で第11回世界選手権開催、
女子マラソンで土佐礼子が銅メダル獲得

北京五輪男子4×100mリレーで日本
（塚原直貴、末續慎吾、高平慎士、朝原宣治）が
3位となり、男子トラック種目初の五輪
銅メダル獲得

第12回ベルリン世界選手権男子やり投で
村上幸史が同種目日本人初の銅メダル獲得
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香港が中国に返還される1984

東北、上越新幹線が開業1982

第1回東京国際女子マラソンが初のIAAF公認の
女子マラソン大会として開催

第1回都道府県対抗女子駅伝が
京都西京極競技場で開催、千葉県が優勝

世界初の国際駅伝競走となる
第1回横浜国際女子駅伝を開催。ソ連が優勝

第1回世界陸上競技選手権大会（以下、
世界選手権）がフィンランドのヘルシンキで開催

第1回ワールドカップマラソン、広島で開催

IAAF評議員会にて第3回世界選手権の開催地を
東京に決定

第1回東芝スーパー陸上を国立競技場で開催

IAAF総会が東京で開催され青木半治陸連会長が
IAAF副会長に選出される

第3回世界選手権を東京で開催。
男子マラソンで谷口浩美が金メダル獲得。
世界新記録が３種目で誕生

バルセロナ五輪女子マラソンで有森裕子が
人見絹枝以来日本女子陸上選手64年ぶりの
銀メダル獲得

第4回シュツットガルト世界選手権女子マラソンで
浅利純子が金メダル獲得。五輪・世界選手権を通
じて日本人女子初の金メダル

日本陸連創立70周年

アトランタ五輪女子マラソンで
有森裕子が銅メダル獲得

1979
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1987
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1996
阪神・淡路大震災が発生1995

リーマンショックが起こる2008

1980 室伏重信氏、モスクワ五輪代表に選出される
日本は JOC 総会で不参加を決定

1984 室伏重信氏、ロサンゼルス五輪出場

1984 室伏重信氏、日本記録を更新

1986 室伏重信氏、アジア大会 5 連覇
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IAAF総会（ブリュッセル）で日本の国際復帰承認

第1回全国高等学校駅伝競走（大阪）、
広島の世羅高校が優勝

ニューデリーで第１回アジア競技大会開催、
33種目中20種目に優勝

日本陸連、創立30周年

秩父宮章が制定され、三ツ沢で第1回受章者の
平沼亮三他70名に秩父宮妃殿下から授与。
平沼亮三がスポーツ界初の文化勲章を受章

第3回アジア競技大会、国立競技場を
中心に開催

東京五輪への選手強化のために日本陸連、
実業団、学連、高体連、中体連の5団体が
5者協定を結ぶ

日本陸連事務局がお茶の水から
渋谷区神南に移転

東京五輪開催。男子52名、女子16名が参加、
円谷幸吉がマラソンで戦後初のメダルとなる
銅メダル獲得

日本陸連が文部省より財団法人としての
認可を受ける

日本陸連がアマチュア規則を改正し、
ナンバーカード広告を承認。
10月、国内史上初の「CMゼッケン」が登場

8カ国陸上（アメリカ・ソ連・西ドイツ・イギリス・フ
ランス・イタリア・ポーランド・日本）開催。スポン
サーの名称を冠する初の「冠（かんむり）大会」と
なった
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大日本体育協会発足。わが国最初の
陸上競技界の組織

ストックホルム五輪に三島弥彦（男子100m、
200m）金栗四三（男子マラソン）が日本から初
参加

第1回全国陸上競技大会（後の日本選手権）を
陸軍戸山学校で開催

パリ五輪男子三段跳で織田幹雄が
全競技を通じて日本人初の入賞となる6位

全日本陸上競技連盟が創設

第9回IAAF総会で大日本体育協会に代わり
全日本陸上競技連盟が、わが国の陸上競技界
統括団体として加盟

アムステルダム五輪男子三段跳で
織田幹雄が金メダル
（全競技を通じて日本人初）
女子800mで人見絹枝が銀メダル
（全競技を通じて日本人女子初）獲得

競技場の公認、器具、機材の検定制度発足

ロサンゼルス五輪男子三段跳で南部忠平が
世界新記録で金メダル獲得

ベルリン五輪男子三段跳で田島直人が
世界新記録の金で日本人同種目３連覇

東京・お茶の水に岸記念体育会館が完成

戦争で中断されていた本連盟の組織復活
日本陸上競技連盟と称す

第30回日本選手権兼第1回国体（国体は以降毎
年分離開催）を京都西京極競技場で開催
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陸上の歴史

S p o r t  H i s t o r y

・・・・世相・・・・室伏重信氏 略歴

この年から全国都道府県対抗男子駅伝では
天皇盃、女子駅伝では皇后盃がそれぞれ
優勝チームに授与された

青木半治名誉会長が94歳で逝去

第13回世界ジュニア選手権男子200mで
飯塚翔太が日本人男子初の金メダル獲得

広州で第16回アジア競技大会開催
女子100・200mの福島千里が2種目
金メダル獲得

公益財団法人へ移行

第13回テグ世界選手権男子ハンマー投で
室伏広治が男女マラソン以外での種目では
日本人初となる金メダル獲得

ロンドン五輪、男子マラソンで中本健太郎が6位
入賞男子ハンマー投で室伏広治が銅メダル獲得

平成 22
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平成 24

2010

2011

2012

福岡で日本初のIAAFグランプリファイナルが開催

第7回世界室内選手権を前橋で開催

シドニー五輪女子マラソンで
高橋尚子が金メダル獲得
日本陸上界女子選手として初の金メダル

第8回エドモントン世界選手権男子400mハード
ルで為末大が男子トラック種目初の銅メダル、
男子ハンマー投で室伏広治が投てき種目
初の銀メダル獲得

第9回パリ世界選手権男子200mで末續慎吾が
男子短距離種目初の銅メダル獲得

アテネ五輪男子ハンマー投で室伏広治が
投てき種目初の金メダル。女子マラソンで
野口みずきが金メダルを獲得し、日本女子
マラソンは五輪2連覇

第10回ヘルシンキ世界選手権男子400m
ハードルで為末大が銅メダル獲得。
エドモントンから2大会ぶり、トラック競技で同一
選手2個のメダルは日本人初

第34回世界クロスカントリー選手権が
アジアで初めて福岡市で開催。
女子がシニアとジュニアの団体銅メダル獲得

第1回東京マラソン開催。エリートランナーと
９万人を超す応募者から抽選で選ばれた
市民ランナー3万人が参加

猛暑の大阪で第11回世界選手権開催、
女子マラソンで土佐礼子が銅メダル獲得

北京五輪男子4×100mリレーで日本
（塚原直貴、末續慎吾、高平慎士、朝原宣治）が
3位となり、男子トラック種目初の五輪
銅メダル獲得

第12回ベルリン世界選手権男子やり投で
村上幸史が同種目日本人初の銅メダル獲得
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第1回東京国際女子マラソンが初のIAAF公認の
女子マラソン大会として開催

第1回都道府県対抗女子駅伝が
京都西京極競技場で開催、千葉県が優勝

世界初の国際駅伝競走となる
第1回横浜国際女子駅伝を開催。ソ連が優勝

第1回世界陸上競技選手権大会（以下、
世界選手権）がフィンランドのヘルシンキで開催

第1回ワールドカップマラソン、広島で開催

IAAF評議員会にて第3回世界選手権の開催地を
東京に決定

第1回東芝スーパー陸上を国立競技場で開催

IAAF総会が東京で開催され青木半治陸連会長が
IAAF副会長に選出される

第3回世界選手権を東京で開催。
男子マラソンで谷口浩美が金メダル獲得。
世界新記録が３種目で誕生

バルセロナ五輪女子マラソンで有森裕子が
人見絹枝以来日本女子陸上選手64年ぶりの
銀メダル獲得

第4回シュツットガルト世界選手権女子マラソンで
浅利純子が金メダル獲得。五輪・世界選手権を通
じて日本人女子初の金メダル

日本陸連創立70周年

アトランタ五輪女子マラソンで
有森裕子が銅メダル獲得
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IAAF総会（ブリュッセル）で日本の国際復帰承認

第1回全国高等学校駅伝競走（大阪）、
広島の世羅高校が優勝

ニューデリーで第１回アジア競技大会開催、
33種目中20種目に優勝

日本陸連、創立30周年

秩父宮章が制定され、三ツ沢で第1回受章者の
平沼亮三他70名に秩父宮妃殿下から授与。
平沼亮三がスポーツ界初の文化勲章を受章

第3回アジア競技大会、国立競技場を
中心に開催

東京五輪への選手強化のために日本陸連、
実業団、学連、高体連、中体連の5団体が
5者協定を結ぶ

日本陸連事務局がお茶の水から
渋谷区神南に移転

東京五輪開催。男子52名、女子16名が参加、
円谷幸吉がマラソンで戦後初のメダルとなる
銅メダル獲得

日本陸連が文部省より財団法人としての
認可を受ける

日本陸連がアマチュア規則を改正し、
ナンバーカード広告を承認。
10月、国内史上初の「CMゼッケン」が登場

8カ国陸上（アメリカ・ソ連・西ドイツ・イギリス・フ
ランス・イタリア・ポーランド・日本）開催。スポン
サーの名称を冠する初の「冠（かんむり）大会」と
なった
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大日本体育協会発足。わが国最初の
陸上競技界の組織

ストックホルム五輪に三島弥彦（男子100m、
200m）金栗四三（男子マラソン）が日本から初
参加

第1回全国陸上競技大会（後の日本選手権）を
陸軍戸山学校で開催

パリ五輪男子三段跳で織田幹雄が
全競技を通じて日本人初の入賞となる6位

全日本陸上競技連盟が創設

第9回IAAF総会で大日本体育協会に代わり
全日本陸上競技連盟が、わが国の陸上競技界
統括団体として加盟

アムステルダム五輪男子三段跳で
織田幹雄が金メダル
（全競技を通じて日本人初）
女子800mで人見絹枝が銀メダル
（全競技を通じて日本人女子初）獲得

競技場の公認、器具、機材の検定制度発足

ロサンゼルス五輪男子三段跳で南部忠平が
世界新記録で金メダル獲得

ベルリン五輪男子三段跳で田島直人が
世界新記録の金で日本人同種目３連覇

東京・お茶の水に岸記念体育会館が完成

戦争で中断されていた本連盟の組織復活
日本陸上競技連盟と称す

第30回日本選手権兼第1回国体（国体は以降毎
年分離開催）を京都西京極競技場で開催
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成田 真由美（なりた・まゆみ）

西田 善夫（にしだ・よしお）

山本 尚子（やまもと・なおこ）

フォート・キシモト（写真提供）

1970年神奈川県生まれ。中学生の時に横断性脊髄炎による下半身麻痺となり、その後、水泳と出会う。96年アトランタ大会から4大会連続でパラ
リンピック出場。これまでに金メダルを15個獲得。また、全国各地の企業や学校などで、講演活動を行う。

1936年生まれ。スポーツ評論家、元NHKエグゼクティブアナウンサー、解説委員。64年の東京大会以来オリンピック10大会で実況、5大会で解
説・キャスターを務める。98年から02年まで横浜国際総合競技場初代場長。著書に『オリンピックと放送』（丸善）ほか。

東京都生まれ。スポーツライター、NPO法人日本オリンピック・アカデミー理事。スポーツビジネス・シンクタンク勤務を経てフリーとなり、スポーツを
中心に執筆活動を行う。『パラリンピックがくれた贈り物』など著書・共著多数。

半世紀にわたり、オリンピック、FIFAワールドカップ、世界陸上などの世界のビッグイベントから市民スポーツに至るまで、幅広くスポーツの写真取材
活動を継続して行っている世界的なフォト・エージェント。

企 画 制 作
後          援

メディア協力
特 別 協 力

公益財団法人 笹川スポーツ財団
文部科学省、東京都、公益財団法人 日本体育協会、公益財団法人 日本オリンピック委員会、
特定非営利活動法人 日本オリンピアンズ協会、東京2020オリンピック・パラリンピック招致委員会

（株）共同通信社、サンケイスポーツ
（株）アシックス、（株）伊藤園、（株）JTB


